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SIBの概要
 SIBとは、民間資金を活用して革新的な社会課題解決型の事業を実施し、その事業成果（社会的コスト

の効率化部分）を支払の原資とすることを目指すもの。
 既にニューヨーク市等では、民間事業者が取り組む活動の社会的インパクト（行政コスト削減等）を数値化

し、自治体等がその成果報酬を支払うSIBの導入が図られ、民間資金の活用が進んでいる。
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平成29年10月27日未来投資会議 構造改革徹底推進会合
「健康・医療・介護」会合（第１回） 経済産業省提出資料より抜粋



１．健康・医療・介護
（２）新たに講ずべき具体的施策
ⅱ）産学官民が一体となった健康維持・増進の取組促進

 民間の活力を社会的課題の解決に活用するため、民間資金を呼び込み成果報酬型の
委託事業を実施するソーシャル・インパクト・ボンドなど、社会的インパクト投資の取組を保
健福祉分野で広げる。このため、モデル事業の実施を通じた評価指標の設定等の環境整
備や地方公共団体における案件形成の支援等を行う。また、行政・金融・実施事業者そ
れぞれの課題や対応について、これまでの事例を踏まえた検証や整理を行う。

未来投資戦略2017（平成29年6月9日閣議決定）
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